
令和５年１１月３０日

資料４

第１回
熊本都市圏３連絡道路

有識者委員会

～評価対象区間・今後の進め方（案）～



１．評価対象区間

【対象区間位置図】

 対象路線は、「熊本県新広域道路交通計画」において掲げられた、熊本市中心部から高速道路ICまでを約
10分、熊本空港までを約20分で結ぶ「10分・20分構想」を実現に資する３つの高規格道路。
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【広域図】

令和5年8月現在



２．今後の進め方（案）

2コミュニケーションプロセス

新たな道路で描く未来の
都市づくりシンポジウム

熊本市のポテンシャルを最大限に引

き出す新たな道路交通ネットワークの
あり方等を検討する。

【検討結果】

■道路が担う役割(課題)、道路の改善
や強化が必要な区間をアンケートに
て確認

【構成】

熊本都市道路ネットワーク検討会

・熊本商工会議所

・熊本経済同友会

・熊本大学

・国土交通省

・熊本県

・熊本市

有識者委員会

【審議事項】

委員会設立趣意・規約

これまでの検討状況

評価対象区間・
今後の進め方(案)

有識者委員会

【審議事項】

地域と道路の現状・課題

政策目標(案)の設定

地域の意見聴取方法(案)

有識者委員会

【審議事項】

地域から聴取した
意見内容の確認

政策目標の設定

ルート帯案の設定

評価項目の設定

ルート帯案の比較評価

地域の意見聴取方法(案)

有識者委員会

【審議事項】

地域から聴取した
意見内容の確認

地域等の意見を踏まえた
概略計画（案)の検討

意見聴取

【意見聴取内容】

○地域と道路の課題

○政策目標(案)

【意見聴取内容】

ヒアリング、オープンハウス
アンケート 等

【対象者】

沿線自治体、団体代表者
地域住民、企業 等

熊本都市圏連絡道路
経済効果等検討会

「10分・20分構想」の一日も早い実現に

向け、構想の実現が熊本県のみならず九州全
体へ与える様々な経済効果について調査する
とともに、市民や道路利用者の理解を深め、
地域の機運醸成につながる効果的な取り組み
を行う。

【検討結果】

■熊本市の道路の課題を確認

【構成】

熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会

・熊本商工会議所

・熊本経済同友会

・熊本大学

・東海大学

・熊本日日新聞社

・熊本県

・熊本市

【令和元年８月】
【令和３年度】

第1回(11/5)・第2回(1/20)・第3回(3/4)
意見聴取

【意見聴取内容】

○概略計画(ルート帯案)の検
討に際し、重視する項目

【意見聴取内容】

ヒアリング、オープンハウス
アンケート 等

【対象者】

沿線自治体、団体代表者
地域住民、企業 等

今回
【令和５年11月30日】

これまでの検討結果

意見聴取検討結果
を活用

意見聴取

住
民
等

※委員会の実施結果等を住民等に随時提供

※下記フロー図は委員会の開催回数を示したものではありません。



（参考資料） 中九州横断道路（熊本市～大津町）の事例
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●所在地：熊本市～大津町 ●実施期間：平成25～27年

●熊本市～大分市を結ぶ延長約120kmの自動車専用道路のうち、延長約20km区間。

■ 中九州横断道路（熊本市～大津町）の概要

※以降、国土交通省社会資本整備審議会道路分科会九州地方小委員会資料より
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■ 有識者委員会の設置

国直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、意見を聴取すること等を目的とし
て、『社会資本整備審議会道路分科会 九州地方小委員会』を設置。

≪九州地方小委員会の事務【運営規則（第２条）】≫
• 地方の道路事業の効率的な実施に関し、 整備局からの報告を受けること。
• 整備局から受けた報告に対し意見がある場合には、調査結果を分科会長に対して報告すること。

■情報提供・意見把握の方法

その他にも、

• 各自治体HPへの掲載

• ケーブルテレビによる広報

• 新聞広告 などを活用

▶
企
業
等
ヒ
ア
リ
ン
グ

▶
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

▲チラシ・ポスター

▲住民アンケート

（参考資料） 中九州横断道路（熊本市～大津町）の事例



（参考資料） 熊本天草幹線道路（本渡道路）の事例
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●所在地：熊本県天草市 ●実施期間：平成21～22年

●熊本天草幹線道路の一部を構成する道路で、延長約４kmの自動車専用道路。

（このうち延長約1.3kmの区間が、令和５年２月２５日に開通）

■ 本渡道路の概要

※以降、熊本天草幹線道路（本渡道路（仮称））検討委員会資料より（平成22年5月 熊本県）
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■ 情報提供・意見把握の方法■ 有識者委員会の設置

全４回の委員会を経て、計画時の配慮事項や最適

ルート帯選定時の留意点について熊本県に提言

地域住民等の意見を把握してより良い道路計画

を策定するにあたり、客観的な立場から助言を行う

こと及び地域住民等の意見を基に、道路計画にお

いて特に配慮すべき事項等にかかる助言を目的と

して、学識や行政、地元経済界により『熊本天草幹

線道路（本渡道路）検討委員会』を設置。

（参考資料） 熊本天草幹線道路（本渡道路）の事例



（参考資料） 一般国道５号創成川通の事例
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■ 創成川通の概要

※以降、国土交通省社会資本整備審議会道路分科会北海道地方小委員会および札幌都心アクセス道路検討会資料より

●所在地：北海道札幌市 ●実施期間：平成28年～令和２年

●道南圏と道央圏を連絡する一般国道５号のうち、札幌駅を有する札幌都心部と札樽自動車道を
結ぶ延長約4.8kmの区間。

さっ そん
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■ 情報提供・意見把握の方法

■ 検討会の設置

北海道新幹線札幌延伸等を踏まえ、札幌都心部と高速道路とのアクセス強化を図るため、関係機関の連携

のもと、創成川通の課題解決方策について検討を行うことを目的に、札幌市、北海道及び北海道開発局の３者

で『札幌都心アクセス道路検討会』を設置。（４回開催し、検討結果をとりまとめ）

＜その他＞

• 札幌市HPや広報誌にて検討状況を周知

• 沿線町内会への回覧や役員への説明等により検討状況を周知

▲パンフレット▲アンケート

▲パネル展（５会場） ▲オープンハウス（３会場）

▲ワークショップ（30名参加）

（参考資料） 一般国道５号創成川通の事例


